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Ⅰ 令和５年度一般会計決算概要 

 

令和５年度における当組合一般会計の決算は、前年度の決算と比べ歳出は１，

１４５万４千円の増であった。これは、岩沼消防署空調設備更新工事に備え積立

を開始したことや消防広域化車両更新計画に基づく消防車両の更新事業が主な理

由である。 

歳出の主な内容としては、人件費が歳出額の７１．１％を占めた。投資的経費

では、普通建設事業費において高規格救急自動車等の車両更新事業を行い、前年

度に対して１，５３６万９千円の増となった。その他の経費では、積立金として

岩沼消防署空調設備更新工事に備えた積立を開始し、１，６１６万３千円の増と

なった。 

総務管理費では、令和４年３月１６日に発生した福島県沖地震により被害を受

けた、亘理消防署山元分署の災害復旧工事を行い、庁舎施設等の維持管理に努め

た。また、温室効果ガスの排出量削減に寄与するＺＥＢ化を目指し、岩沼消防庁

舎のエネルギー調査、ＺＥＢ化に必要な改修内容、二酸化炭素排出量の削減効果

などの検討を行い、ＺＥＢ化実現の可能性について調査した。 

葬祭業務では、福島県沖地震により被害を受けた亘理葬祭場の火葬炉用煙突の

改修及び各火葬炉設備の維持修繕等の災害復旧工事を行い、火葬炉設備の維持管

理に努めた。 

消防業務では、岩沼消防署高規格救急自動車、岩沼消防署広報車及び亘理消防

署指令車を更新した。また、激甚化する災害への対応や資機材の老朽化に伴う消

防力の低下を防ぐため、各種資機材の更新・整備を行うなど、消防力の充実強化

を図り、地域住民の負託にこたえられるよう対応を行った。 

 

１ 決算収支                       

令和５年度決算規模は、一般会計歳入歳出予算総額１３億５，３９６万１千円

に対し、歳入決算額１３億５，３９０万９千円（対前年度比１００．７％）、歳

出決算額１３億２，５２６万５千円（対前年度比１００．９％）、歳入歳出差引

額は２，８６４万４千円となった。 

実質収支は、歳入歳出差引額と同じ２，８６４万４千円となり、そのうち、地

方自治法第２３３条の２の規定により、財政調整基金へ２，５７６万円、亘理葬

祭場施設整備基金へ１８８万３千円を積立てし、残額１００万１千円を令和６

年度に繰り越すこととした。 

（単位：千円）  

区  分  

 

歳入総額  

 

(A) 

 

歳出総額  

 

(B) 

 

歳入歳出  

差  引  額  

(A)－ (B) 

(C) 

 

翌年度に繰り

越すべき財源  

(D) 

 

実質収支  

(C)－ (D) 

(E) 

 

歳計剰余金

積立  

 

純繰越金  

 

 

令 和 ５ 年 度 1,353,909 1,325,265 28,644 0 28,644 27,643 1,001 

令 和 ４ 年 度 1,344,565 1,313,811 30,754 0 30,754 29,753 1,001 
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Ⅱ 令和５年度款別決算表 

１ 歳  入 

   （単位：円・％）  

科   目  予算現額 調 定 額 収入済額 
不 納 

欠損額  

収 入 

未済額  

予 算 額 に 

対する収入 

増 減 額 

収入割合（％）  

予算率  調定率  構成比  

1 
分 担 金 
及び負担金 

1,289,219,000 1,289,020,006 1,289,020,006 0 0 △198,994 99.9 100.0 95.2 

2 
使 用 料 
及び手数料 

1,490,000 1,548,250 1,548,250 0 0 58,250 103.9 100.0 0.1 

3 県支出金  3,283,000 3,283,863 3,283,863 0 0 863 100.0 100.0 0.2 

4 財産収入  1,000 1,053 1,053 0 0 53 105.3 100.0 0.0 

5 繰 入 金  13,720,000 13,720,000 13,720,000 0 0 0 100.0 100.0 1.0 

6 繰 越 金  1,000,000 1,000,827 1,000,827 0 0 827 100.1 100.0 0.1 

7 諸 収 入  3,848,000 3,935,146 3,935,146 0 0 87,146 102.3 100.0 0.3 

8 組 合 債  41,400,000 41,400,000 41,400,000 0 0 0 100.0 100.0 3.1 

合   計  1,353,961,000 1,353,909,145 1,353,909,145 0 0 △51,855 99.9 100.0 100.0 

 

 

２ 歳  出 

      （単位：円・％）  

科    目  予 算 現 額  支 出 済 額  不 用 額  執行割合（％）  構成比（％）  

1 議 会 費  1,153,000 1,052,120 100,880 91.3 0.1 

2 総 務 費  119,830,000 117,196,359 2,633,641 97.8 8.8 

3 衛 生 費  33,435,000 31,592,875 1,842,125 94.5 2.4 

4 消 防 費  1,057,668,000 1,034,552,225 23,115,775 97.8 78.1 

5 公 債 費  140,875,000 140,871,658 3,342 99.9 10.6 

6 予 備 費  1,000,000 0 1,000,000 00.0 0.0 

合    計  1,353,961,000 1,325,265,237 28,695,763 97.9 100.0 
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Ⅲ 四半期ごとの収支及び予算執行状況 

１ 歳   入 

 （単位：円・％）  

区   分  
第１・四半期  

（４～６月 ) 

第２・四半期  

(７～９月 ) 

第３・四半期  

(１０～１２月 ) 

第４・四半期  

(１～３月 ) 

出 納 整 理 

期     間 
合   計  

予 算 額 1,356,883,000 1,356,883,000 1,356,623,000 1,353,961,000 1,353,961,000  

1 
分 担 金 

及び負担金  
641,649,090 320,285,000 321,353,090 0 5,732,826 1,289,020,006 

2 
使 用 料 

及び手 数 料 
529,500 338,950 397,900 281,900 0 1,548,250 

3 県 支 出 金 40,000 128,863 0 0 3,115,000 3,283,863 

4 財 産 収 入 0 0 0 1,053 0 1,053 

5 繰 入 金 0 0 0 13,720,000 0 13,720,000 

6 繰 越 金 1,000,827 0 0 0 0 1,000,827 

7 諸 収 入 2,171,310 168,366 1,161,960 321,919 111,591 3,935,146 

8 組 合 債 0 0 0 41,400,000 0 41,400,000 

合    計  645,390,727 320,921,179 322,912,950 55,724,872 8,959,417 1,353,909,145 

歳入累計（A）  645,390,727 966,311,906 1,289,224,856 1,344,949,728 1,353,909,145   

予 算 に対 する 
収入割合 (％ ) 

47.6 71.2 95.0 99.3 99.9  

 

２ 歳   出 

（単位：円・％）  

 

区   分  
第１・四半期  

（４～６月 ) 

第２・四半期  

(７～９月 ) 

第３・四半期  

(１０～１２月 ) 

第４・四半期  

(１～３月 ) 

出 納 整 理 

期    間 
合   計  

予 算 額 1,356,883,000 1,356,883,000 1,356,623,000 1,353,961,000 1,353,961,000  

1 議 会 費 0 192,000 231,700 578,920 49,500 1,052,120 

2 総 務 費 18,030,208 19,184,662 19,678,705 41,643,000 18,659,784 117,196,359 

3 衛 生 費 6,209,549 5,766,462 13,084,042 5,315,787 1,217,035 31,592,875 

4 消 防 費 278,629,641 191,539,874 289,365,144 254,099,688 20,917,878 1,034,552,225 

5 公 債 費 0 70,441,986 0 70,429,672 0 140,871,658 

6 予 備 費 0 0 0 0 0 0 

合    計  302,869,398 287,124,984 322,359,591 372,067,067 40,844,197 1,325,265,237 

歳 出 累 計（Ｂ）  302,869,398 589,994,382 912,353,973 1,284,421,040 1,325,265,237   

予 算 執 行 
割 合 （ ％ ） 

22.3 43.5 67.3 94.9 97.9  

公金現在高  
(Ａ ) －  (Ｂ ) 

342,521,329 376,317,524 376,870,883 60,528,688 28,643,908   
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Ⅳ 性質別歳出内訳表 
（単位：千円・％）  

区  分  

令和５年度  令和４年度  

決 算 額 
構 成 比 

（％）  

前年比較 

増 減 額 

前年対比  

（％）  
決 算 額 

構 成 比 

（％）  

前年比較 

増 減 額 

前年対比  

（％）  

義務的経費  1,092,839 82.5 △20,078 98.2 1,112,917 84.7 60,026 105.7 

  人 件 費 941,572 71.1 △25,872 97.3 967,444 73.6 34,088 103.7 

  扶 助 費 10,395 0.8 610 106.2 9,785 0.8 210 102.2 

  公 債 費 140,872 10.6 5,184 103.8 135,688 10.3 25,728 123.4 

投資的経費  59,686 4.5 15,369 134.7 44,317 3.4 △4,073 91.6 

  
普通建設

事 業 費 
59,686 4.5 15,369 134.7 44,317 3.4 △4,073 91.6 

  
うち補助  

事業費  
0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 

  
うち単独  

事業費  
59,686 4.5 15,369 134.7 44,317 3.4 △4,073 91.6 

その他の経費  172,740 13.0 16,163 110.3 156,577 11.9 20,399 115.0 

  物 件 費 131,212 9.9 △2,257 98.3 133,469 10.2 25,214 123.3 

  補助費等 13,064 1.0 2,471 123.3 10,593 0.8 △5,983 63.9 

  積 立 金 25,001 1.9 25,000 2,500,100.0 1 0.0 0 100.0 

  
維 持 

補 修 費 
3,463 0.2 △9,051 27.7 12,514 0.9 1,168 110.3 

合  計  1,325,265 100.0 11,454 100.9 1,313,811 100.0 76,352 106.2 

 

 

 

Ⅴ 地方債現在高調 

（単位：千円）  

  

区   分  
令 和 ４ 年 度 末  

現 在 高 

令 和 ５ 年 度  

借   入   額 

令 和 ５ 年 度  

償 還 元 金 額 
差引現在高 

組 合 債  604,644 41,400 140,768 505,276 

合    計  604,644 41,400 140,768 505,276 
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令和５年度 亘理地区行政事務組合一般会計決算額 

 

  

   

 

  

     

   

   

  

  

  

  

  

 

  

  

  

 

  

 

 

 

  

 

議会費 1,052 (0.1%)

総務費 117,196 (8.8%)

衛生費

31,593 

(2.4%)

消防費

1,034,552 

(78.1%)

公債費 140,872 (10.6%) 予備費 0 (0.0%)

【歳 出】

歳出決算額

1,325,265

（千円）

分担金及び負担金

1,289,020 (95.2%)

使用料及び手数料

1,548 (0.1%)

財産収入 1 (0.0%)

繰入金 13,720 (1.0%)

繰越金 1,001 (0.1%)

諸収入 3,935 (0.3%)

県支出金 3,284 (0.2%)

組合債 41,400 (3.1%)

自主財源

1,309,225 

(96.7%)

依存財源

44,684 

(3.3%)

【歳 入】

歳入決算額

1,353,909

（千円）

亘理町(衛生費)

17,559 (1.4%)

山元町(衛生費)

8,754 (0.7%)

亘理町(消防費)

503,203 (39.3%)

山元町(消防費)

239,382 (18.7 %)

岩沼市(消防費)

512,253 (39.9 %)

衛生費分担金

26,313 

(2.1%)

消防費分担金

1,254,838 

(97.9%)

【分担金の割合】

構成市町

分担金

1,281,151

（千円）

人件費

941,572

(71.1%)

扶助費 10,395 (0.8%)公債費 140,872 (10.6%)

普通建設事業費

59,686 (4.5%)

物件費 131,212 (9.9%)

補助費等 13,064 (1.0%) 積立金 25,001 (1.9%)

維持補修費 3,463 (0.2%)

義務的経費

1,092,839

(82.5%)

投資的経費

59,686 (4.5%)

その他の経費

172,740

(13.0%)

【性質別決算内訳】

歳出決算額

1,325,265

（千円）
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項目及び 

決算額 

（単位：千円） 

事 業 の 執 行 状 況 

  

 

 

 

 

 

Ⅵ 一般会計の状況 

 

 

 
⑴ 定例会及び臨時会 

 議会の開催状況 
議 会 審 議 状 況 

管理者提出 議 員 提 出 

区 
 

 

分 

招

集

開

催 

会
期
延
日
数 

会
議
延
日
数 

審

議

件

数 

原

案

可

決 

修

正

可

決 

否

決 

撤

回 
審

議

件

数 

原

案

可

決 

修

正

可

決 

否

決 

撤

回 

定

例  
２  ２  ２  ８  ８          

臨

時  
２  ２  ２  ７  ７          

  

 

 

 

⑴ 総務事業 

ア 職員の健康診査 

職員の健康の保持増進を図った。 

 

健 診 名  受診者数  実 施 月  備考  

定期健診  
(Ｂ型・Ｃ型肝炎抗体検査）  

（１０１人）  

（９７人）  
６月～７月  

 

 

人間ドック 
(Ｂ型・Ｃ型肝炎抗体検査）  

（３３人）  

（２４人）  
６月～７月  

共済組合  

助成事業  

脳ドック ６人  ６月～７月、１２月  

ストレスチェック １３４人  ６月～７月  

 

腹部超音波  １人  １２月  

 

 

 

２款  

総務費  

117,196 

 

１  総務管理  

の状況  

117,1１6 

 

１款  

議会費  

1,052 

１  議会の状況  

1,052 
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項目及び 

決算額 

（単位：千円） 

事 業 の 執 行 状 況 

  

 

 

 

 

 

 

 

イ 職員研修 

質の高い行政サービスを提供するため、職員育成を目的とした各

種研修を２８人に受講させた。 

 

研 修 名 受講者数 場  所 備考 

一般職員研修Ⅱ ２人 県市町村職員研修所  

監督者研修Ⅰ ２人 〃  

管理者研修Ⅰ ２人 〃  

管理者研修Ⅱ １人 〃  

契約事務研修 １人 〃  

条例・規則作成研修 ４人 〃  

クレーム対応研修  ２人 〃  

マスメディア対応コース ２人 〃  

危機管理コース １人 〃  

コミュニケーション研修 １人 〃  

ハラスメント防止指導者養成研修 ２人 〃  

接遇研修指導者養成研修 １人 〃  

女性活躍推進研修会 ４人 ホテルＪＡＬシティ仙台  

メンタルヘルスセミナー ２人 パレス松洲  管理監督者対象  

ラインケア研修会  １人 宮城県行政庁舎 管理監督者対象  

 

ウ 組合ホームページ 

組合議会、行財政の状況及び消防並びに葬祭業務に関する情報等

について、インターネットの持つ広域性、即時性及び双方向性を最

大限に活用し、組合の最新情報を積極的に提供した。 

 

エ 職員メンタルヘルス講座 

職員一人ひとりが、メンタルヘルスの必要性・重要性を理解し、

心身ともに健康的に働ける職場づくり目指して全職員が参加するメ

ンタルヘルス講座を開催した。 

研 修 会：職員メンタルヘルス講座 

講  師：一般社団法人メンタルパイロテージジャパン 

オフィスろごす 渋谷 まど佳 氏 

開催日程：令和５年９月２６・２７日 ９時～１０時３０分 

 

オ 亘理消防署山元分署災害復旧工事 

令和４年３月１６日に発生した福島県沖地震により被害を受け

た、亘理消防署山元分署の犬走りコンクリート及び雨水桝排水路の

改修工事を実施した。 

 

カ 岩沼消防署ＺＥＢ化可能性調査業務委託事業 

岩沼消防署省エネルギー化推進による温室効果ガス排出量の削

減を目的に、ＺＥＢプランナーによる専門的な見地から当該庁舎に

おけるエネルギー使用状況を分析し、ＺＥＢ化の可能性を調査した。 
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項目及び 

決算額 

（単位：千円） 

事 業 の 執 行 状 況 

  

 

 

 

 

 

 

 

キ 人事評価制度運用アドバイザリ業務委託事業 

人事評価システムの本格運用に向け、評価者・被評価者に応じた

研修会を実施するとともに、当該システム運用後も人事評価制度に

関する各種支援を受けた。 

 

⑵ 主な支出 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑴ 監査の状況 

最少の経費で最大の効果を上げるように事務・事業が執り行われて

いるか、公正な視点で監査及び審査を行った。 

 

ア 令和４年度亘理地区行政事務組合一般会計決算の審査 

イ 令和５年度一般会計歳入歳出予算に関する事務の執行及び事業

の監査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （単位：円）  

ＩＣＴ端末等一式賃借料 ３，５９３，０４０  

亘理消防署山元分署災害復旧工事 ３，４１０，０００  

岩沼消防署ＺＥＢ化可能性調査業務委託料 ３，１６８，０００  

給与計算事務委託料 ２，３９８，７７０  

職員健康診断委託料 １，８２６，３０５  

財務書類作成支援業務委託料 １，６５０，０００  

岩沼消防署エアコン保守点検業務委託料 １，３２０，０００  

複合機賃借料（亘理） １，３０１，５２０  

人事評価制度運用アドバイザリ業務委託料 １，２９３，６００  

給与計算システム改修業務委託料 １，１２２，０００  

 

広域運営費 （単位：円）  

ファイルサーバーシステム賃借料  ２，７２１，６００  

署所間ＮＷシステム・電話関連システム賃借料  ２，２１１，８７６  

勤怠管理システム賃借料  １，４２２，９６０  

複合機賃借料（岩沼）  １，０６０，１２８  

財務会計システム使用料  １，００３，２００  

区 分  一 般 監 査 決 算 審 査 そ の 他 

回   数  ２  １  ０  

所要日数  ２  １  ０  

２  監査委員  

の状況  

80 
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項目及び 

決算額 

（単位：千円） 

事 業 の 執 行 状 況 

  

 

 

 

 

 

⑴ 葬祭場の管理状況 

遺族及び利用者が心静かに故人の追悼ができるよう、環境及び設備

の整備等を行い施設保全に努めた。また、令和４年３月１６日に発生

した福島県沖地震により被害を受けた、火葬炉用煙突改修及び各火葬

炉設備の維持修繕等の災害復旧工事を実施し、火葬炉設備の維持管理

に努めた。 

 

葬祭場利用状況  （単位：件）  

区  分  Ｒ５年度  Ｒ４年度  増 減  

亘 理 町  ３９６  ４３４  △３８  

山 元 町  ２１４  ２０７  ７  

他 の市町  ３１  ３８  △ ７  

合  計  ６４１  ６７９  △３８  

 

⑵ 主な支出               

                          （単位：円）                

 

 

 

 

 

  

亘理葬祭場災害復旧工事  ６，１０５，０００  

燃料費（重油：火葬燃料）  ３，９５６，９２０  

３款  

衛生費  

31,593 

 

１  葬祭場  

の状況  

31,593 
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項目及び 

決算額 

（単位：千円） 

事 業 の 執 行 状 況 

  

 

 

 

 

 

⑴ 消防職員の研修状況 

ア 宮城県消防学校入校 

消防業務に必要な知識を段階的に習得するための教育を受講し

た。 

 

 

 

イ 救急救命士研修 

救急救命士は、常に一定水準以上の高度な救急技術を求められて

いることから、東北救急医学会をはじめとする研修会等に参加し、

事例研究を通した技能熟達に努めた。(１６回、７６名) 

 

ウ 救命救急研修所入所 

国家試験資格である救急救命士を養成するため、救急救命東京研

修所にて研修を受講させ、資格取得を成した。 

 

研修機関 教育訓練種別 入校者数 

救急救命東京研修所 救急救命士新規養成課程（前後期） ２人 

 

エ 救急救命士の病院研修 

住民への質の高い病院前救護を提供するため、救急救命士として

必要な救急医療の知識、技術の維持・向上を目的に指定医療機関で

研修を受けた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育訓練種別  入校者数  

初任総合教育（総合第２７期）  ５人  

幹部教育  中級幹部科（第３３期）  ２人  

専科教育  

警防科（第１０期）  １人  

予防査察科（第１１期）  １人  

火災調査科（第１２期）  ２人  

特別教育  

女性消防吏員特別講習  １人  

救急救命士再教育講習（第１４期）  ２人  

救助隊員再教育講習（第６期）  ２人  

通信指令員教育講習（第２期）  ２人  

指定医療機関  人数  

総合南東北病院  ８人   

仙台市救急ステーション ４人  

イムス明理会仙台総合病院  １人  

東北医科薬科大学病院  ２人  

宮城病院  １人  

４款  

消防費  

   1,034,552 

 

１  消防事務  

の状況  

1,034,552 
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項目及び 

決算額 

（単位：千円） 

事 業 の 執 行 状 況 

  

 

 

 

 

 

⑵ 消防職員の資格取得状況 

消防業務に必要とされる、各種資格の取得に努めた。 

 

資格種別  取得者数  

救急救命士  ２人 

二級小型船舶操縦士  ２人 

小型移動式クレーン運転技能講習  １人  

玉掛け技能講習  １人  

酸欠・硫化水素危険作業主任者技能講習  １人  

大型自動車運転免許  ４人  

予防技術資格者  ２人  

第一種衛生管理者  ※総務費  １人  

テールゲートリフター特別教育  ４人  

 

⑶ 消防職員の訓練状況 

ア 身近な災害対応への訓練 

社会情勢の変化に伴い、火災はもとより、交通事故、水難事故、

特殊災害等の災害形態も複雑多様化し、従来の消防活動に加え、新

たな知識及び消防戦略が必要となっている。これらの災害を想定し

小隊・署単位で警防・救助・救急訓練を計画的に実施した。 

 

イ 大規模災害に備えた訓練 

あぶくま消防本部の非常災害消防訓練を実施し、災害対応力の維

持に努めた。また、緊急消防援助隊の強化、高度化を目的に合同訓

練へ積極的に参加し技術の向上を図った。 

 

名  称  月 日  参加者数  実施主体 

水防技術講習会   6 月 17 日    3 人  
名取川･阿武隈川下流洪水  

予報･水防･災害情報連絡会  

非常災害消防訓練   6 月 22 日   92 人  あぶくま消防本部  

県消防協会名取・亘理

地区支部水防訓練  
 6 月 25 日   12 人  

県消防協会  

名取・亘理地区支部  

岩沼市総合防災訓練   7 月 12 日    4 人  岩沼市  

県消防救助技術指導会   7 月 14 日   12 人  県消防長会  

東北地区支部  

救助技術指導会  
 7 月 26 日    9 人  

東北地区支部  

消防長会  

宮城県９.１防災訓練  
 8 月 31 日  

 9 月 11 日  
 5 人  宮城県・石巻市  

亘理町総合防災訓練   9 月 13 日    4 人  亘理町  

緊急消防援助隊北海道

東北ブロック合同訓練  
11 月 18，19 日    5 人   岩手県・宮古市  

山元町総合防災訓練  11 月 26 日    7 人  山元町  
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項目及び 

決算額 

（単位：千円） 

事 業 の 執 行 状 況 

  

 

 

 

 

 

⑷ 消防の諸活動 

ア 警防活動の状況 

(ア) 火災出動 

火災出動件数は３３件で前年度より８件減少し火災による損

害額は、合計４０，６７２千円であった。 

 

 

(イ) 警戒出動 

警戒出動件数は２３件で、前年度より１０件減少した。交通

事故における危険物漏洩や大雨などの自然災害により人命危険

が予想される時など、災害の被害拡大防止のために出動した。 

 

(ウ) 偵察出動 

偵察出動件数は１１０件で、前年度より５件減少した。火災

と紛らわしい火煙の発見又は通報により、その真偽を確認する

ために出動した。 

 

(エ) 地水利調査 

地水利調査は、消防活動に重要な意義を持つものであること

から、毎月計画的に管内の地理、消火栓、防火水槽、河川、池、

沼等を調査し、現状把握に努めた。 

 

イ 救急・救助活動の状況 

(ア) 救急出動 

救急出動件数は５，２０９件で、前年度より５１２件増加した。 

 

① 救急出動及び搬送人員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

火災の種別  
出 動 件 数 

増減  
Ｒ５年度の 

主な出火原因  Ｒ５年度  Ｒ４年度  

建物火災 １３  １８  △５  たばこ、ストーブ 

車両火災 ４  ３  １  電気機器  

林野火災 １  ２  △１  ごみ焼却  

そ の 他 １５  １８  △３  放火、放火の疑い 

計  ３３  ４１  △８   

区 分  
Ｒ５年度  Ｒ４年度  増 減  

件 数 人 数 件 数 人 数 件 数 人 数 

岩 沼 市 ２，６７６  ２，３３４  ２，３２５  ２，０７２  ３５１  ２６２  

亘 理 町 １，６３１  １，４９７  １，６５７  １，４４８  △２６  ４９  

山 元 町 ８９８  ８０６  ７０９  ６４７  １８９  １５９  

管  外 ４  ２  ６  ４  △２  △２  

計  ５，２０９  ４，６３９  ４，６９７  ４，１７１  ５１２  ４６８  
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項目及び 

決算額 

（単位：千円） 

事 業 の 執 行 状 況 

  

 

 

 

 

 

② 事故の種別         （単位：件） 

区 分  Ｒ５年度  Ｒ４年度  増 減  

急 病 ３，３６２  ３，１２６  ２３６  

一般負傷 ６１４  ５７８  ３６  

転 院 ７９８  ６１０  １８８  

交通事故 ２５２  ２２８  ２４  

そ の 他 １８３  １５５  ２８  

計  ５，２０９  ４，６９７  ５１２  

           

③ 地域別医療機関搬送人員              （単位：人） 

区  分  Ｒ５年度  Ｒ４年度  増 減  

管 内  

岩 沼 市 １，５６４  １，３９７  １６７  

亘理・山元町 ３７４  ２６３  １１１  

小  計  １，９３８  １，６６０  ２７８  

管 外  

仙 台 市 ２，２５９  ２，０８３  １７６  

名 取 市 ７４  １１１  △３７  

そ の 他  ３６８  ３１７  ５１  

小  計  ２，７０１  ２，５１１  １９０  

合   計  ４，６３９  ４，１７１  ４６８  

 

(イ) 救助出動 

救助出動件数は４９件で、前年度より１件増加した。 

 

 

 

区 分  
Ｒ５年度  Ｒ４年度  増 減  

件 数 人 数 件 数 人 数 件 数 人 数 

火 災 ０  ０  ２  ２  △２  △２  

交通事故 ２０  １１  １８  ８  ２  ３  

水難事故 ６  ３  ６  ６  ０  △３  

風水害等自然災害事故  ０  ０  ０  ０  ０  ０  

機 械 に よ る 事 故 １  １  １  １  ０  ０  

建 物 等 に よ る 事 故 １７  ８  １４  ９  ３  △１  

ガ ス 及 び酸 欠 事 故 ０  ０  ０  ０  ０  ０  

そ の 他 ５  ４  ７  ７  △２  △３  

計  ４９  ２７  ４８  ３３  １  △６  
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項目及び 

決算額 

（単位：千円） 

事 業 の 執 行 状 況 

  

 

 

 

 

 

ウ  応急手当等の指導 

管内の各種団体や企業、個人を対象に救命講習を実施し、応急手

当の普及啓発に努めた。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エ ドクターヘリの運用状況 

ドクターヘリでの救急搬送件数は１２件で、急病、交通事故等で

生命の危険が切迫している傷病者に救急の専門医師及び看護師が

救急現場で早期治療を開始できることから救急救命に大きく寄与

している。 

 

⑸ 予防活動の状況 

防火対象物、危険物施設の立入検査に重点を置き、特に重大違反対

象物に対し違反処理を見据えた是正指導を実施した。また、住宅用火

災警報器の設置、維持管理、更新時期等について、各市町広報紙、ホー

ムページへの掲載、啓発用チラシを配布したほか、管内医療機関にス

テッカー掲示を依頼するなど、普及促進に取り組んだ。 

 

ア 防火対象物等の立入検査状況 

学校・工場・病院等の防火対象物及び危険物施設を立入検査し、

災害発生防止の指導を行った。 

 

イ  建築確認同意事務の状況 

消防法第７条による建築確認同意について、消防法令に基づき審

査を行い、適正な処理を行った。 

 

 

 

 

 

 

区 分  
Ｒ５年度  Ｒ４年度  増 減  

回数  受講者数  回数  受講者数  回数  受講者数  

普通救命講習会  ６８  ９２２  ５１  ５６６  １７  ３５６  

上級救命講習会  １  １２  ０  ０  １  １２  

一般救命講習会  ６６  １，５７３  ４１  １，０５３  ２５  ５２０  

計  １３５  ２，５０７  ９２  １,６１９  ４３  ８８８  

  （単位：件）  

区 分  
Ｒ５年度  

施設総数  

立入検査実施件数  

Ｒ５年度  Ｒ４年度  増 減  

防火対象物  ２，５８８  ７８８  ５３５  ２５３  

危険物施設  ３６０  １７２  １５９  １３  

計  ２，９４８  ９６０  ６９４  ２６６  

   （単位：件）  

区 分  Ｒ５年度  Ｒ４年度  増 減  

建築確認同意  １２８  １１２  １６  
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項目及び 

決算額 

（単位：千円） 

事 業 の 執 行 状 況 

  

 

 

 

 

 

ウ 危険物取扱事務の状況 
危険物の規制に関する関係法令等の規定に基づき、書類審査及び

施設検査を行った。                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エ 予防広報活動 

火災予防運動期間中に婦人防火クラブ員による巡回広報を実施、

また、防火チラシの配布等の街頭広報を行った。 

 

オ 各地区防災安全協会事務局 

岩沼市及び亘理郡内の危険物取扱事業所、防火管理者を有する事

業所並びに高圧ガスを取扱う事業所を会員とする組織の事務を

行っている。 

年間事業として、防火講習会、視察研修、救命講習会、防火広報

活動（防火キャラバン及びポスター配布）、防災情報の提供等を行っ

た。 

 

 

 

 

 

 

カ 各地区婦人防火クラブ事務局 

岩沼市婦人防火クラブ連絡協議会、亘理町婦人防火クラブ連合会

及び山元町婦人防火クラブ連合会の事務を行っている。 

各地区婦人防火クラブでは、婦人防火クラブの健全な育成、防火

防災思想の普及を進め、安全で住みよい地域づくりを目指し活動を

行った。 

 

キ 幼年消防クラブの育成指導 

管内の幼年消防クラブ１４団体に対して、防火講話、防火映画の

上映、避難訓練等を行い、防火意識の高揚を図りクラブ員の育成指

導に努めた。 

 

 

   （単位：件）  

区 分  Ｒ５年度  Ｒ４年度  増 減  

設置及び変更許可  １３  １７  △４  

完成検査及び水張検査  １５  １７  △２  

仮使用承認  ８  １０  △２  

計  ３６  ４４  △８  

区 分  
Ｒ５年度  Ｒ４年度  増  減  

事業所数  事業所数  事業所数  

防災安全協会  ３７９  ３８０  △１  

区 分  
Ｒ５年度  Ｒ４年度  増  減  

団体数  会員数  団体数  会員数  団体数  会員数  

地区防火クラブ ６５  １０，３９２  ７３  １１，６５０  △８  △１，２５８  
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項目及び 

決算額 

（単位：千円） 

事 業 の 執 行 状 況 

  

 

 

 

 

 

⑹ 消防団への訓練指導 

地域の暮らしの安全を守るうえで、非常に重要な役割を果たしてい

る消防団の組織力の維持・向上に資するよう、訓練指導を行った。 

 

区  分  
岩沼市消防団  亘理町消防団  山元町消防団  

回数  受講者数  回数  受講者数  回数  受講者数  

小型ポンプ操法  １３  １３７  ９  １８５  ３  １０９  

自動車ポンプ操法  ０  ０  １  ２０  ０  ０  

初任団員訓練  
（名取・亘理地区支部）  

１  ８  １  ５  １  ８  

礼式訓練  １  １３６  ２  ２３０  １  ５９  

計  １５  ２８１  １３  ４４０  ５  １７６  

 

⑺ 県移譲事務の状況 

「火薬類取締法」及び「液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正

化に関する法律」に係る権限移譲事務を次のとおり処理した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑻ 女性活躍推進に関する研修会の開催 

仕事と家庭の両立支援策やライフイベントへの対応など、女性が働

き続けやすい職場環境の構築を目的に、あぶくま消防本部が主催とな

り、県内消防本部（局）の職員を対象に研修会を開催した。 

研 修 会：女性活躍推進に関する研修会 

講演内容：女性消防吏員の将来像と職域拡大を目指して～仕事と家

庭、そして緊急消防援助隊愛知県大隊指揮隊長～ 

講  師：名古屋市消防局 長谷川尚美 消防司令 

開催日程：令和６年２月２２日 １３時３０分～１５時３０分 

受講者数：８７名 

 

⑼ セクシャルマイノリティ講座の開催 

セクシャルマイノリティを含めた多様な人材が活躍できる職場環

境を整えるための取り組みとして、全職員が参加するセクシャルマイ

ノリティ講座を開催した。 

研 修 会：セクシャルマイノリティ講座 

講演内容：職場におけるダイバーシティ推進について 

講  師：一般社団法人メンタルパイロテージジャパン 

オフィスろごす 吉田 香里 氏 

開催日程：令和６年３月４日 ９時～１０時３０分 

 

  （単位：件）  

区     分  Ｒ５年度  Ｒ４年度  増 減  

火薬類に係る事務  ６  ３  ３  

液化石油ガスに関する事務  ４  ０  ４  

計  １０  ３  ７  
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項目及び 

決算額 

（単位：千円） 

事 業 の 執 行 状 況 

  

 

 

 

 

 

⑽ 消防設備等の整備 

近年の地震や風水害などの自然災害は、激甚化・頻発化する傾向に

あり、これらの災害に対応するため、消防資機材等の更新を図った。 

消防車両更新事業では、岩沼消防署に高度救命処置用資器材を積載

した高規格救急自動車、防火対象物の査察業務や各種訓練指導などに

使用する広報車及び亘理消防署の指令車を更新し消防力の充実強化

を図った。 

 

ア 岩沼消防署高規格救急自動車 

主要諸元 

車両全長  ５，７５０ｍｍ 燃料  ガソリン 

車両全幅  １，９００ｍｍ 総排気量  ２，６９３㏄ 

車両全高  ２，６００ｍｍ 乗車定員  ７人  

車両総重量  ３，５００ｋｇ  駆動方式  フルタイム四輪駆動  

地域仕様  寒冷地仕様  変速方式  Ａ／Ｔ  

 

イ 岩沼消防署広報車 

主要諸元  

車両全長  ３，３９０ｍｍ 燃料  ガソリン 

車両全幅  １，４７０ｍｍ 総排気量  ６５０㏄ 

車両全高  １，９８０ｍｍ 乗車定員  ４人  

車両総重量  １，５１０ｋｇ  駆動方式  前輪二輪駆動  

地域仕様  - 変速方式  Ａ／Ｔ  

 

ウ 亘理消防署指令車  

主要諸元  

車両全長  ４，６９０ｍｍ 燃料  ガソリン 

車両全幅  １，６９０ｍｍ 総排気量  １，４３０㏄ 

車両全高  １，８７０ｍｍ 乗車定員  ８人  

車両総重量  ２，２５０ｋｇ  駆動方式  前輪二輪駆動  

地域仕様  - 変速方式  Ａ／Ｔ  
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項目及び 

決算額 

（単位：千円） 

事 業 の 執 行 状 況 

  

 

 

 

 

 

⑾ 主な支出   

 

 

 

 

 

 

 （単位：円）  

岩沼消防署高規格救急自動車  ４０，０４０，０００  

消防職員用被服  ９，１６５，５１２  

消防デジタル無線・通信回線利用経費  ５，８５７，６７５  

消防指令システム・デジタル無線保守点検料  ５，６１０，０００  

岩沼消防署広報車  ４，７３０，０００  

亘理消防署指令車  ４，０９４，５７４  

寝具賃借料  ２，１１９，６８５  

消防用ホース（  ２８本）  １，４２５，６００  

高圧空気容器（６本）  １，３０６，８００  



 

 


